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がん薬物療法の支持療法マニュアル ～症状の見分け方から治療まで～ 監修 遠藤一司 より引用

抗がん剤による口内炎の発症率は？



発語困難による
コミュニケーション低下

経口摂取の低下

生活の質の低下

がん治療に対する
治療意欲の低下

栄養状態の低下

粘膜障害の加重

抗がん剤による口内炎が及ぼす影響

抗がん剤の中止→治療効果↓の可能性



経口摂取の低下 栄養状態の低下

粘膜障害の加重





エピシル® 口腔用液 とは ？

●局所管理ハイドロゲル創傷被覆・保護材

●化学療法や放射線療法に伴う口内炎で生じる口腔内疼痛の

管理及び緩和を物理的作用により行う

口腔内病変の被覆及び保護する

非吸収性の液状機器

口腔粘膜に適量を適用すると数分以内に

口腔粘膜の水分を吸収してゲル状になり

物理的バリアを形成する



エピシル® 口腔用液 とは ？

●脂質ベースの液体

●口腔内に使用すると口腔粘膜を覆う強固な生体密着保護膜を

形成する液剤

●口内炎患部を物理的に覆うことで保護することが可能

●医薬品ではないため治療効果はない

●使用後数分以内に口腔内の疼痛を緩和し、

その効果は8時間程度持続する

●口腔内の疼痛により

食事が困難になるケースがあり

エピシル口腔用液は、疼痛軽減により生活の質を維持する



エピシル口腔用液は
歯科医師に処方権がある医療機器

●医師は処方することができない

●歯科医師が必要と認めた時に

院内で患者様へ使用方法を説明

して医療給付する






